


第１部 ： しもつが救急外来 13:35～14：05 （30分）

第２部 ： 栃木で経験する災害とその備え 14:15～15:15 （60分）

ー 略歴 ー

2006年 栃木県立宇都宮高校卒業

2012年 北里大学医学部医学科卒業

2012年 自治医科大学附属病院 初期研修

2014年 救急医学講座入局

2015年 宇都宮記念病院外科へ出向

2017年 自治医科大学附属病院 救急科

外科専門医取得

救急科専門医取得

2024年 TMCしもつが 救急科

とちぎメディカルセンターしもつが 救急科

医長 渡邊 伸貴

自治医科大学 栃木県災害医学寄附講座

教授 松村 福広

栃木市の救急医療を支える『輪番制二次救急病院』であるとちぎメディカルセンターしもつ

が。昨年に引き続き、当院の救急車受け入れ体制を、2024年度の実績を踏まえてお話します。

救急車で搬送されることのないように日々気をつけてお過ごしいただくのが一番！・・・です

が、災害のように体の中でどうしようもないことが起こることも。万が一搬送されてしまった

らどうなるの？しもつがに搬送されて大丈夫？？ そんな疑問にお答えします。

日本全国において、地震やゲリラ豪雨による水害をはじめとする様々な災害が頻発していま

す。これは災害が比較的少ないとされる栃木県においても例外ではありません。現に栃木市で

は平成27年関東・東北豪雨や令和元年東日本台風により大きな被害を受けています。このよう

な中、栃木県内・北関東・首都圏で発生し得る災害に対して、あるいは近い将来発生が懸念さ

れる南海トラフ巨大地震や首都直下型地震といった広域災害に平時から備えておくことが重要

になります。過去の災害から学び、将来経験するかもしれない災害について皆様と一緒に考え

ていきたいと思います。

ー講座概要 ・ 講師紹介ー

ー 略歴 ー

1993年 自治医科大学卒業

1993年 香川県立中央病院整形外科

2002年 国家公務員共済三宿病院 整形外科

2006年 ニュージーランド Aukland City Hospital留学

2011年 自治医科大学整形外科 講師

2014年 湘南鎌倉総合病院 外傷センター 副センター長

2015年 東京西徳洲会病院 外傷センター センター長

2020年 自治医科大学救急医学講座 准教授

2024年 自治医科大学栃木県災害医学寄附講座 教授


